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東海林智記者講演会 労働記者として実態から検証に心を打つ

憲法を活かす会・千葉県協議会第 20 回定期総会が、10 月 8 日千葉県教育会館で開かれた。参議
院選挙で改憲勢力が 2/3 以上を占め、「黄金の 3 年間」を主張した岸田政権であったが、安倍元首相
の国葬問題と旧統一教会の自民党癒着が国民に疑惑を誘った。内閣支持率は危険水域に達し世間の
政治を見る目が厳しくなった。身勝手な自民党政治に国民の糾弾があった。総会の記念講演として、
東海林智さん(毎日新聞記者)が熱く語った。テーマは、「コロナ禍の市民生活・憲法改悪阻止と共に
考える」。労働分野にたけた東海林さんらしい労働実態から切り込み、「悔しさと涙を誘う」話に引
きつけられた。

◆毎日新聞専門記者（労働分野）
毎日新聞専門記者は 11 人いる。その中の 1 人で労働を専門にし

ている。当人曰く社会についても探求しており、「労働・社会」を
担当する。講演は、東海林記者らしく、「コロナ禍で一番苦しんで
いるのが、女性、高齢者、若者（非正規）だと。仕事が奪われ、路
頭に放り出された。待っているのは犯罪、自死など悲惨な実態を多
く目にする。
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◆87歳男性の労働相談
一つの現実として、87 歳の男性が労働時間を削られたと年末年始の大久保相談村に足を寄せた。

週 4日から 2日に。仕事は「ベットメーキング」、若い人でも辛い仕事だ。私など学生時代のアルバ
イトで「ベッドメーキング」ほど辛い仕事はなかった。それが 90歳間近の高齢者の相談に現実の厳
しさを突き刺された。

◆女性の困窮が広がっている。
非正規は女性 60 ％、男性 20 ％。女性で特徴的なのは、出産等を経て職場に戻る 30 代、40 代で

非正規が多いこと。非正規は、低賃金、有期雇用等、リスクが高い。だからリスクにはハイリター
ン。欧州で当たり前。ところが日本はリスクにローリターン。使い捨てにされている。憲法で保障
される「生存権」「働く権利」が奪われている。「コロナ禍パンデミック」は、女性の自殺を増やし
ている。
雇用契約のシフト制が労働者の生活を破壊している。労働契約によらない個人事業主(個人請負契約)
制度。労働組合など組織も無く、裸一貫で大企業に挑むことになるが、それは不可能だ。今や労働
者でない労働者が作られている。社会保険など自腹で支払うことになる。憲法の理念がなどすっ飛
び、機能不全になる。アマゾンがその例になる。

◆労働者が労働者として扱われない
労働者であるべき者が、雇用形態のインチキから、個人事業主にされ、労働法の権利が使えない。

闘いもできない。歩合制から定額制に契約が改悪される実態が進んでいる。

◆菅元首相の弔辞 スピーチライターの書き上げで感動を煽る演出
安倍元首相の国葬はあざとい書き出しから始まる弔辞を菅元首相が読んだ。ナンパ(やわらかい書

き方でスピーチライターが書き上げた)のテクニックでシナリオがつくられた。国葬が終わっても国
葬反対は減らない。

◆首長選でリベラル候補が当選 野党共闘は失敗していない 比例の惨敗は立民の足腰の弱さ
東京周辺の首長選でリベラル候補が当選が、広がり参議院選挙でも野党共闘のできた選挙区は勝

っている。立憲が比例で負けたのは足腰の弱さだ。勝てば元気が出る。杉並区長選勝利から新宿区
長選につなげる。国会が 2/3 を取ろうが自治体選挙から、首都圏から国会を包囲する。可能です。
リベラル政治を自治体選挙から可能にするのです。皆さん頑張りましょう。
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